特集 ブラジル北東部の雇用— RAISMigra にもとづく検証— by 河合 沙織




経済研究所 / Institute of Developing
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ブラジル北東部の雇用―RAISMigraにもとづく検証―
最も一般的であり，州（estado）に相当する行政
単位としての UF（Unidade da Federação）をも
とに，現在では，北部 7 州，北東部 9 州，南東部


























人口シェアは約 35% であったのに対し，GDP の
図1　地域別人口シェアの推移，1872 ～ 2010年
（出所）応用経済研究所（Ipea）デ ターより筆者作成。IpeadataのRegional-Populaçãoの項目から5年ご
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特集Feature Article
シェアは 15% に満たなかった。一方で，人口の
約 43% が暮らす南東部には経済活動の 60% 以上
が集中し，南部と合わせると GDP の 80% 以上が
「豊かな南」に集中していた。GDP に占める南東



























（出所）応用経済研究所（Ipea）デ ターより筆者作成。IpeadataのRegional-Contas Nacionais-PIB Estadual
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プログラムは 2011 年 3 月に発表された 19.4% の
調整により，2011 年 4 月以降は一人あたりの月
額家計所得，子供の数と年齢により 32 レアルか
ら 242 レアルが給付される。発足当時は予算総額
約 34 億レアルであった同プログラムは，2010 年
には 131 億レアルに達し，受益者数も 360 万家計
から，1200 万家計を超える規模に拡大し，人口
の約 25% に相当する 4920 万人が対象となってい
る。管轄省庁である社会開発飢餓対策省（MDS）
のデータにもとづき，2011 年 1 月から 8 月の状
況を地域別に見ると，ボルサ・ファミリアの支出
額ならびに対象家計数は，北部：12 億 9610 万レ
アル /136 万家計，北東部：57 億 1390 万レアル
/658 万家計，南東部：25 億 6807 億レアル /315
万家計，南部：8 億 2328 万レアル /102 万家計，




また，最低賃金については，2003 年 4 月の 240
レアルから毎年引き上げが続き，2011 年 3 月に
は 545 レアルに調整された。2 年前の経済成長率
と前年のインフレ率から計算される最低賃金は，


























ロジェクトでは，2011 年 8 月現在，これら 3 州
において 1 万 1500 人規模の雇用が生まれている
（Folha de São Paulo, 28 de agosto, 2011）。また，全長
720km に上る 2 つの用水路の設置を行うサンフ






















































Oliveira & Oliveira [2011] によると，そもそも
ブラジル国内全体のトレンドとして，州・地域
間の人口移動は減少傾向にあり，地域間移動は
1995 年から 2000 年の間 330 万人であったもの
が，1999 年から 2004 年の間では 280 万人，2004
年から 2009 年の間には 200 万人に縮小した。人
口流出が最も大きい北東部に関しても，同期間に
おいて，141 万人，93 万人，73 万人と流出規模
が小さくなっていることがわかり，1999 年から














































が集計されている。RAIS のデータは 1985 年か
ら毎年存在するが，作成開始当初は北部・北東
部・中西部については一部カバーできてはおらず，
90% 以上をカバーするようになったのは 1990 年
代に入ってからのことである。2003 年以降，デー
タ収集のオンライン化が進められ，2010 年時点





















































































































































































































































































































































図 7 にまとめられる。1980 年代後半には，北東
部からの移出者の実に 80% 前後が南東部に移っ
ていたが，1990 年代以降縮小傾向が確認され，
2004 年には 64.0%，2009 年には 71.2% へと減少
した。逆に，北東部から中西部への移動は 1986
年の 8.1% から 2009 年の 13.1% と 5 ポイント増
（2004 年時点では 10 ポイント増），南部への移動は
同様に 4.0% から 7.6% と約 4 ポイントの増加が確
認された。同図より，2000 年以降も北東部から

































































































































大都市圏の失業率では，2002 年以降 10% 台から
16% 台の推移を続けてきたが，近年急速に改善し，




















































































































































































































































































































































































































































⑵ 各州の略号については，注 1 を参照。
⑶ MDS の サ イト Avaliação e Gestão da Informação
（http://www.mds.gov.br/gestaodainformacao　2011
年 10 月 4 日アクセス）から州別データをダウンロー
ド可。




⑸ PME は IBGE により毎月実施される月間データで
あり，特に失業率の動向を観察する際に用いられ
る。同データは，北東部ペルナンブコ州レシフェ
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